
 

 

 

 

 

 

平成 30 年度優良事業者表彰 

受賞事業 



本取組のポイント

 レンタルパレット事業者及びメーカー２社による３地域間を結ぶ幹線輸送の異
業種共同モーダルシフトを実施

 残り香の確認とともに換気装置を装備した車両を確保し、加工食品と日用品
の輸送を同一のトレーラーを用いて実施

 輸送形態の変更と、出荷量や出荷日の調整により、新たな投資を行うことなく
効率化を実現

 総輸送距離2,811kmのうち、空車走行はわずか14km（実車率99.5%）と、ほぼ
全ての区間での実車輸送を実現

 トラックドライバーの運転時間を1,008時間/年 削減

 リターナブル緩衝材（エコバンド）の利用により、ストレッチフィルム削減による
環境負荷及びドライバーの作業負荷を軽減

事業概要

関東・四国・九州間を結ぶ日用品、食料品及び空パレット輸送について、
出荷量や出荷日の調整、トレーラーの固定的な運用等を通じ、ほぼ全区間で
の実車輸送を伴う異業種３社による往復での海運モーダルシフトを実施し、
環境負荷低減及び省労働力化等を実現。

異業種３社による往復共同幹線輸送の取組における新たなロジスティ
クスの実現 ～内航フェリー活用による海上モーダルシフト～

平成３０年度 国土交通大臣表彰

◎ CO2排出削減量 ２６７．７トン/年
◎ CO2排出削減率 ６２．０ ％

空パレットの積載
（ＪＰＲ鳥栖デポ）

再利用可能な緩衝材
（エコバンド）

事業者（◎：代表者）

輸送に用いるフェリー
（オーシャン東九フェリー）

• 日本パレットレンタル株式会社◎
• キユーピー株式会社
• ライオン株式会社

• 関光汽船株式会社
• 株式会社キユーソー流通システム
• ライオン流通サービス株式会社



キユーピー
鳥栖倉庫
（佐賀県）

JPR

鳥栖デポ
（佐賀県）

ライオンケミカル
オレオケミカル
事業所
（香川県）

キユーピー
五霞工場
（茨城県）

ライオン
流通センター
（埼玉県）

JPR

東条デポ
（兵庫県）

3社それぞれがトラックを片道で手配し運行

ライオンケミカル
オレオケミカル
事業所
（香川県）

ライオン
流通センター
（埼玉県）

キユーピー
五霞工場
（茨城県）

キユーピー
鳥栖倉庫
（佐賀県）

JPR

鳥栖デポ
（佐賀県）

実施前

実施後

エコバンドで養生

ストレッチフィルムを
年間240本削減

169

146

194

ライオン社

キユーピー社

JPR社

602km削減

1,024km削減

399km削減

 モーダルシフトによりトラック輸送距離を
75.9％削減

 往復実車率 99.5％

ストレッチフィルムで

養生

 緩衝材にストレッチフィルムを使用

 緩衝材に再利用可能なエコバンドを使用

同一のトレーラーを用いて、３拠点間を結ぶ形での海運モーダルシフトを実現

 延べ運転時間 6時間40分

総輸送距離2,811kmのうち空走区間は図の
黒矢印部分の約14kmのみ

 片道手配のためトラック空車回送が
発生

 延べ運転時間 27時間40分

①オープンな連携

⇒年間で1,008時間削減

3社の輸送日を調整し、自社の都合に輸送を合わせるの
ではなく、幹線輸送日に輸送を合わせた

開発コストや導入コストはかかっていない

3社が強い路線、弱い路線を出し合ってルートを構築した

本取組の特徴

②業種を超えた協力

③導入コストなし

771㎞

1170㎞

593㎞

ライオン社

キユーピー社

JPR社

 全区間でトラックを用いて輸送

トラック輸送距離



本取組のポイント

 災害発生時でも医療用医薬品を安定供給できる物流体系を構築。

 各社の作業手順・温度管理等の標準化を実施し、物量の変動に応じた保管や
荷役作業を効率化。

 特約店からの受注曜日の統一によるトラックの積載率上昇や特約店側の作業
効率化等を実現。

 ターミナルとの共同物流センターの一体化によりドライバーの省力化。
 荷役、薬剤管理等の共同化により庫内生産性が向上。

事業者（◎：代表者）

• アステラス製薬株式会社◎
• 武田薬品工業株式会社
• 武田テバファーマ株式会社

事業概要

武田薬品､武田テバファーマ､武田テバ薬品､アステラス製薬のメーカー４社と３
ＰＬ業者である三菱倉庫、運送業者である旭運輸は、地震や風水害等どのような
環境変化においても医療用医薬品の安定供給を達成することを目的として､北海
道に共同の物流センターを設立すると同時に、更なるメーカーを呼び込むため、
保管・輸送において様々な効率化を推進することで共同化効果も合わせて具現化。

医療用医薬品安定供給体制の拡充を目的とした4社による北海道共同
物流センター開設

＜ＧＤＰ基準統一による手順・管理の標準化、及び共同化に伴う物流
効率化の推進＞

平成３０年度 経済産業大臣表彰

◎ CO2排出削減量 １５８．０トン/年 （輸送：７５トン/年、倉庫内電力：８３トン/年）

◎ CO2排出削減率 ５８．５％

• 武田テバ薬品株式会社
• 三菱倉庫株式会社
• 旭運輸株式会社

北海道共同物流センター構内図（床面線引きによるメーカー区分け保管）



実施前

実施後



本取組のポイント
 鉄鋼材の輸送について、往復での海運モーダルシフトを実施
 物流事業者、荷主企業、架装メーカー及び経営コンサルタントが連携し、「27t 
改良アオリ型(ジャバラ付)フェリーシャーシ」を開発
・積載量拡張により、鋼材等重量物の輸送を効率化
・ジャバラ設置により、品質保全用の保護シート囲い等の作業負担及び危険
を軽減し、高齢者や女性でも安全に養生作業を行える環境を整備

 入庫積載時に、シャーシとトラクタヘッドの分離を行い、事前作業済みの鋼材
積載済シャーシを手待ち時間なしに、けん引出庫するシステムを導入し、ドライ
バーの手待ち時間及び積載養生作業の時間を大幅に削減

事業者（◎：代表者）

• 丸吉運輸機工株式会社◎
• JFE 商事鉄鋼建材株式会社
• 日本トレクス株式会社
• 株式会社興和総合研究所

事業概要

北海道・関東間の鉄鋼材の輸送について、従来よりも最大積載量が大きく、
ジャバラを装着したシャーシの開発を通じて、フェリーによる往復モーダル
シフトを実施するとともに、荷役作業の簡素化及び危険性の解消を行い、環
境負荷低減及び労働環境の改善等を実現。

27t 改良アオリ型（ジャバラ付）フェリーシャーシを活用した海上輸送

平成３０年度 国土交通省物流審議官表彰

◎ CO2排出削減量 １０８０．４トン/年
◎ CO2排出削減率 ７４．３％

「27t 改良アオリ型(ジャバラ付)フェリーシャーシ」を用いた養生作業の様子



一般的なシャーシを用いた鉄鋼材輸送

27t 改良アオリ型(ジャバラ付)フェリーシャーシを活用した海上輸送

 最大積載量20tのシャーシを活用した場合
※80ｔの鋼材を運ぶ場合

４台のシャーシが必要

 一般的なシートを使用した養生作業

 作業時間 120分間
 重労働で知識や経験が必要

 RORO船を活用したモーダルシフトを実施

 最大積載量27tのシャーシを活用

 ジャバラ式ホロシートを使用した養生作業

 倉庫において、車両到着前に積載養生作業実施

20t ×４台

トラック走行距離を97.7％削減

※80ｔの鋼材を運ぶ場合

３台のシャーシで輸送可能
2７t ×３台

 作業時間 30分間
 軽作業で高齢者や女性、未経験者も対応可能

Ａ Ｂ

ＡＢ

車両到着前に積載養生シャーシを交換

⇒手待ち時間を解消し、ドライバーは運転に専念！
JFE 商事鉄鋼建材
浦安鉄鋼センター

JFE 商事鉄鋼建材
苫小牧鉄鋼センター

苫小牧港

東京港

苫小牧センター⇔苫小牧港 6.5km（トラック）
苫小牧港⇔東京港 1040.0km（船舶）
東京港⇔浦安センター 15.4km（トラック）



本取組のポイント

 単独で行っていた輸送（原料倉庫→工場、工場→製品倉庫）について、鉄道・ト
ラックのコンテナラウンドユースを実施。

 鉄道モーダルシフトとコンテナラウンドユースの組み合わせにより空回送の輸
送を削減。

 短距離での鉄道輸送利用、空荷輸送の削減によりドライバーの運転時間を削
減。

 女性ドライバーでも働きやすい環境(オートフロア、ジョルダー付きコンテナ利用、
就業時間内に戻れるルート構築)を整備。

事業者（◎：代表者）

• 江崎グリコ株式会社◎
• 全国通運株式会社
• 日本貨物鉄道株式会社

事業概要

調達原料と製品を含めたバリューチェーンの見直しを行い、「関東⇔関西鉄道
コンテナラウンドユース」を実施。従来は原料倉庫→工場、工場→製品倉庫への

輸送はそれぞれ単独に行っており、帰り便が空荷だったため、鉄道を利用したコン
テナラウンドユースに変更。

調達物流～製品輸送を組み合わせた31ftコンテナラウンドユース

～オートフロア、ジョルダー付きコンテナ安定活用による、女性ドライ
バーでも働きやすい環境構築へ～

平成３０年度 経済産業省商務・サービス審議官表彰

◎ CO2排出削減量 ２７．７トン/年
◎ CO2排出削減率 ５９．３％

今回使用したジョルダー付31ftコンテナと原材料・製品の積込作業風景



実施前

実施後

～トラック輸送～

～調達原料・製品輸送を絡めたモーダルシフトモデル～



本取組のポイント

 特定荷主の貨物を輸送するために存在する「専用列車」の空きスペースを活

用し、他社の貨物のモーダルシフトを実施

 輸送貨物の種類が大きく異なる業種間にて連携

 ダイヤの過密化により貨物鉄道の空きスペース確保が困難化している状況に

おいて、新たな手法によるモーダルシフトを実現

事業者（◎：代表者）

• 佐川急便株式会社◎
• トヨタ輸送株式会社

事業概要

中部から北東北向けの宅配便の輸送について、特定メーカーの自動車部品
を運ぶために専用に組成されたトヨタ専用列車の空きスペースを有効活用す
る新たな手法により鉄道モーダルシフトを実施し、環境負荷低減及び省労働
力化等を実現。

専用列車である「TOYOTA LONGPASS EXPRESS」を活用した宅配便貨物
のモーダルシフト

平成３０年度 グリーン物流パートナーシップ会議特別賞

◎ CO2排出削減量 １００．２トン/年
◎ CO2排出削減率 ６８．９％

TOYOTA LONGPASS EXPRESS宅配便のコンテナへの積込み
（佐川急便 東海中継センター）



実施前

愛知県から岩手県まで、宅配便をトラックで輸送

実施後

専用列車に
よる輸送

トラックに
よる輸送

トヨタ輸送
上郷集荷ｾﾝﾀｰ

ﾄﾖﾀ自動車東日本
岩手工場

佐川急便
岩手営業所

佐川急便
東海中継ｾﾝﾀｰ

佐川急便の貨物も
トヨタ専用列車に

搭載

トヨタ輸送
上郷集荷ｾﾝﾀｰ

ﾄﾖﾀ自動車東日本
岩手工場

佐川急便
岩手営業所

佐川急便
東海中継ｾﾝﾀｰ

トヨタ専用列車の空きスペースを有効活用し鉄道で輸送

 各社個別のネットワークの中で、輸送を最適化
それぞれ最適化しているものの･･････

・佐川急便のトラック輸送では、873kmの長距離運行を実施
・トヨタ専用列車では、荷量の波動によって空きスペース発生

専用列車

愛知県 岩手県

東海中継
ｾﾝﾀｰ

名古屋南
貨物駅

岩手
営業所

盛岡貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ駅

上郷集荷
ｾﾝﾀｰ

東日本
岩手工場

873km

宅配便荷物
を出荷

自動車部品
を出荷

ﾄﾖﾀ輸送

佐川急便

 ダイヤ過密化により貨物鉄道の空きスペース確保が困難

人気の便は空きスペースが少ない

専用列車

愛知県 岩手県

東海中継
ｾﾝﾀｰ

名古屋南
貨物駅

岩手
営業所

盛岡貨物
ﾀｰﾐﾅﾙ駅

上郷集荷
ｾﾝﾀｰ

東日本
岩手工場

36km
宅配便荷物
を出荷

自動車部品
を出荷

ﾄﾖﾀ輸送

佐川急便

5km

２社の
ネットワークを

融合

 個社単位のネットワークを融合
通常は閉じた輸送手段である専用列車を他社に開放し、
新たなモーダルシフトを実現

 佐川急便のトラックの運行距離削減
873km ⇒ 36km＋5kmの短距離輸送

 佐川急便の荷役人員手配の効率化
モーダルシフトにより荷役作業と運転業務の分離

 トヨタ専用列車の積載効率向上
空きスペースのうち年間186コンテナ分を有効活用

各社で別々のネットワークを構築



本取組のポイント

 路線バスの座席の一部を貨物スペースに改造、保冷設備の設置、乗客の利

便性と宅配便輸送の運用の効率化を維持しながらの各社のダイヤ調整等を

通じ、旅客とともに宅配便を輸送する「客貨混載輸送」を実施。

 複数の宅配事業者を含んだ連携により、国内で初めて客貨混載による共同輸

送を実施

 宅配便輸送の効率化とサービス向上を実現するとともに、バス事業者の収益

も確保し、中山間地における生活インフラ維持に貢献。

事業者（◎：代表者）

• 宮崎交通株式会社◎
• 日本郵便株式会社
• ヤマト運輸株式会社

事業概要

宮崎県西都市から西米良村までの宅配便等の輸送の一部について、路線バ
スの空きスペースを活用し、バス会社と複数の宅配事業者が共同で「客貨混
載輸送」を行い、環境負荷低減及び省労働力化を実現するとともに、バス路
線網及び物流サービスの維持に貢献。

路線バスを活用した客貨混載・共同輸送事業

平成３０年度 グリーン物流パートナーシップ会議特別賞

◎ CO2排出削減量 ２４．３トン/年
◎ CO2排出削減率 ４７．９％

バス車内の貨物スペース 積込みの様子



実施前

実施後

 バス事業者にとってのメリット

【日本郵便】

【宮崎交通】

【ヤマト運輸】

西都郵便局
（西都市）

村所郵便局
（西米良村）

村所驛
（西米良村）

西都ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ
（西都市）

西都センター
（西都市）

西米良村

3往復／日

4往復／日

2往復／日

バス事業者、宅配事業者２社がそれぞれ西都～西米良間の輸送を実施

客貨混載
共同輸送

【日本郵便】

【宮崎交通】

【ヤマト運輸】

西都郵便局
（西都市）

村所郵便局
（西米良村）

村所驛
（西米良村）

西都ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ
（西都市）

西都センター
（西都市） 西米良村

2.5往復／日

4往復／日

1往復／日

輸送の一部を路線バスに集約し国内初の客貨混載・共同輸送事業を実施

西米良村 国道219号

西都市

 宅配事業者にとってのメリット

 地域にとってのメリット

 空席を活用することで、路線維持を下支え

 運転時間が２社合計で年間1107.5時間減り
運転士不足対策に寄与

 ヤマト運輸運転手の西米良村滞在時間が
増え、買い物支援等の新サービスを提供

 郵便・宅配・路線バスのサービスが強化
 暮らしやすい地域の維持に寄与

バス４往復のうち
• ２往復でヤマト運輸の輸送
• 0.5往復（片道１本）でヤマト運輸・日本郵便の共同輸送

西米良村内での滞在時間が3時間増え
• 買い物支援事業を開始
• 商工会と連携して新たな地域支援サービスを提供

• 路線バスの座席の一部を貨物スペースに改造
• 保冷設備の設置
• 乗客の利便性と宅配便輸送の運用の効率化を
維持しながらの各社のダイヤを調整

国内初の客貨混載・共同輸送事業を実現



本取組のポイント

 １日に複数のメーカーから別々に商品輸送していたが、ケミロジ共同輸配送を

利用することにより輸送を集約。

 商品配達時に用いる発泡スチロール箱や緩衝材を集荷時にメーカーに戻し再

利用。

 発泡スチロール資材の減容機による廃棄物を資源化。

事業者（◎：代表者）

• 株式会社ケミロジ◎
• 株式会社京三運輸
• プロメガ株式会社

事業概要

試薬・理化学機器の販売業者が共同で出資し、物流会社「株式会社ケミロジ」
を設立し、複数のメーカーの商品輸送をケミロジ共同輸配送に集約。

ケミロジ共同輸配送 「ライフサイエンスの専用便を目指して」

平成３０年度 グリーン物流パートナーシップ会議特別賞

◎ CO2排出削減量 １０５．０トン/年
◎ CO2排出削減率 ６６．７％

• 和研薬株式会社
• 八洲薬品株式会社
• 理科研株式会社

インゴット化している写真インゴット化され資源化された写真



実施前

実施後

集荷

協力メーカ各社

「滋賀」

「都内」

「埼玉エリア」

「千葉エリア」

他

中部エリア 阪神エリア東京エリア 京阪奈エリア千葉エリア

宅配便各
社の

営業所拠
点

宅配便各社の

営業所拠点

幹線輸送

宅配便
物流拠点

メーカーの
指定する
複数の宅配業者

A社 B社 C社
D社 E社 F社

他

配達 （入荷件数が複数回）

中部エリア

ケミロジ
京三運輸

名古屋支店

名古屋市西区

ケミロジ
京三運輸京都支店

京都市南区

集荷

幹線輸送

ケミロジ
京三運輸東京
物流センター

千葉県浦安市

返却発泡
スチロール
在庫場所

阪神エリア

梱包資材の返却

梱包資材
リサイクル

東京エリア 京阪奈エリア千葉エリア

配達（ケミロジに集約、廃棄物の再利用も可能に！）

集荷

協力メーカ各社

「滋賀」

「都内」

「埼玉エリア」

「千葉エリア」

他



本取組のポイント

 荷主と物流事業者が協力し、物流現場からエンド顧客の納品指定時間の解除

等を直接提案。

商習慣の改善

（商品の配送条件は荷主とエンド顧客との商流上の商談に包含されるため、こ

れまで物流現場目線でエンド顧客への配送条件を具体的に直接提案すること

はなかった。）

 物量の平準化により車両の削減・配送回転率が向上。

事業者（◎：代表者）

• 乾汽船株式会社◎
• 日本製紙株式会社

事業概要

荷主と物流事業者が協力し、物流現場からエンド顧客の納品指定時間の解除
等を直接提案し、物量の平準化を図る「バラちらし」を実施。

サプライチェーンで取り組む配送効率化「バラちらし」

平成３０年度 グリーン物流パートナーシップ会議特別賞

◎ CO2排出削減量 １９．０トン/年
◎ CO2排出削減率 ５．７％

【実施前（13時台）】 当日の配送が終了し宵積みまで倉庫近辺で待機している様子。



実施前

実施後

午前指定の配送条件が多く、約8割を午前中に配送。
結果、納品完了は平均すると13時台となり、宵積みまでの間にスキマが発生。

午前に大きく偏った時間指定という
「ムラ」をバラして、前後の時間帯
にちらす。

バラちらしの推進でサプライチェーン全
体がメリットを享受できる体制を構築。

自社ドライバーがローテーションで荷受現場を観察したところ、「時間的余裕」と
「空間的余裕」が存在することに気づく。
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